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 能率的な会議運営の観点から、簡明な答弁をお願いいたします。 

 傍聴の方に申し上げます。 

 傍聴受け付けの際にお渡しいたしました傍聴章の裏面に記されております注意事項を遵守し、

お静かに傍聴していただきますようお願いいたします。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 １ 一般質問 

○議長（中根光男君） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 通告順に順次発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 

［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君） 

 おはようございます。 

 本日は、桃の節句、３月３日ということで、日本の伝統として喜ばしい日の一つでございます。

私もかねがね、かすみがうら市が皆様に愛されるよう、坪井市長に愛郷教育などとしてお願いし

ているところではございますけれども、本来ならば、例えば石岡市の本庁舎のほう、今工事して

おりまして、八郷庁舎にいろいろディスプレイがありまして、桃の節句ですから、ひな飾りが大

変立派に飾ってある。そういった日本の伝統も、しっかり役所としても心ばかりをご用意してお

るというところが、やはり市民にゆとりを持って愛情を伝える一つの仕事かなというふうに思う

次第でございますので、当市も、そういったよい意味でのゆとりを持って、市民の皆様に愛され

るかすみがうら市のために努めていただければということを冒頭にお願いさせていただきまして、

本年29年、第１回定例会一般質問に当たりまして、通告に従いまして、順次質問をさせていただ

きます。 

 まず、第１点目の義務教育後のかすみがうら愛郷心として市の自負をについて伺います。 

 毎年、当市からも中学生が卒業しておりますが、ここ近年においては、300人から400人といっ

た人数幅でご卒業されております。ご卒業後は、かすみがうら市以外の地域に通学されたり、通

勤されたり、ほかの地域がどのようなまちか、知る機会になるわけでございます。生まれ育った

かすみがうら市と比べると、中には都会でいいな、中には田舎だけれどもいい風情が見られるな

とか、そういった第一印象を素直に感じられたこと、これは卒業される皆さんに限らず、ここに

おいでの皆様も率直に感じられてきたことかと存じます。そういった第一印象を素直に率直に感

じられること、これが我が市の評価の一つであろうというふうに思う次第であります。 

 それぞれの中学校をご卒業後、例えば、高等学校に集まる皆さんは、それぞれの地域で義務教

育課程を過ごされてきて、それで新しい友人と触れ合い、その友人の違った感覚に、驚きや、お

もしろさや、楽しさを新たに見出されたご経験は、今も昔も変わらないことかと存じます。そう

いったときに、新たなほかの地域の友人と話をいたしまして、その中で、「ところであなたの生

まれ育ったところは何があるの」という話に自然と成り行きでいくことは、想像にたえないとこ

ろであります。子どもながらにも、うちのかすみがうら市は６次産業に力を入れておりますとい

うことはまずないわけでございまして、霞ヶ浦に囲まれて、筑波山系の山々に挟まれて、神立駅
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があって、高速道路、国道６号線もあるよと、そういったところ。大人に限らず、子どもでもお

伝えするところでございますが、やはりその一歩先を行った、かすみがうら市から愛を受けてい

ったという表現を子どもたちがどうお伝えいただくか、大変気になるところであります。 

 この中学校をご卒業される皆さん一人一人が、新たな通学・通勤先で、言わば観光大使、我が

市の生え抜きのアンバサダーとして、当市の魅力を伝える立場にもあるということは、皆さんも

ご承知いただけることかと思います。その観光大使、アンバサダーが、親から注がれた愛情を我

が家の魅力として伝えることと同じく、このかすみがうら市から注がれた愛情を、かすみがうら

市はこういう魅力がありますと、その新たなご友人に伝えていただくことであります。 

 そこで、まずお尋ねいたします。 

 １点目、義務教育時のふるさとを愛する取り組みと、その意識の把握と効果について、執行部

のご答弁をお願いします。 

 ２点目に、中学校区ごとに、地域性、生産人口、就業構造など異なるわけでございまして、こ

れらの違いに配慮した工夫などがあるのかお伺いいたします。 

 そして、３点目に、ご卒業された皆さんのみならず、大人の世代、生産人口の世代、年代とし

て、10代、20代、30代、40代と、これから地域をしっかり担っていただくそれぞれの世代に対し

て、かすみがうら市として、愛されるかすみがうらとなるべくどのような取り組みをされている

のかお伺いします。もちろん嫁に来たとか、仕事の関係で転入されてきた、そういう方々にも、

愛されるかすみがうらとしてどのようにお努めいただいているのか、ご答弁をお願いいたします。 

 続きまして、第２点目のほうに移らせていただきます。 

 かすみがうら市の子どもたちに将来負担を減らせるのか～少子高齢化に財政縮小事業廃止が困

難ならば次なる合併の選択肢はについてお尋ねいたします。 

 当かすみがうら市も、合併いたしまして、皆さんもご承知のとおり、先般10周年記念式典も行

われ、早くも今定例会で、実質12年目の予算や事業を審議するわけでございます。その我が市は、

旧霞ケ浦町、旧千代田町、それぞれが50年の歴史を経て合併したわけでございますが、その50年

と比較いたしますと、もう早くも４分の１、少々オーバーな言い方ですが、その旧町の４分の１

を経過しようとしています。時代を比べますと、その旧町時代は、社会の高度成長が追い風とし

てございました。現在のカタカナ文字でございますが、グローバル化、マクロ経済、聞こえはい

いかもしれませんけれども、大変多様化した難しい課題のある社会というふうに、私は認識の一

つとして持っておるわけでございますけれども、こういった経済情勢の中で、非常に今景気低迷

に苦労しているわけでございます。こういった規格が、旧町時代と今では違うわけでございます

が、いずれにしても、私たちは限りある人生の中で、地域のために、家族のために、精一杯生き

ていくわけでございまして、その中で、特に現役世代の、私も含め、皆さんも含め、責任を持っ

て努めていかなければならない立場でございますので、子どもたち、未来を担う次世代のために、

さらには少子高齢化ということで、少数精鋭で、たくさんの高齢者を支えるというこの子どもた

ちに、かすみがうら市は何を残してやるのかということでお尋ねしているわけでございますが、

マイナス成長ということで、どのような立派な方がやっても、なるようにしかならないというよ

うな、悲観的な実態はあるわけでございますが、やはりそういった消極的なことに対峙して、

我々は積極的に真摯に取り組む責任がございます。 
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 かすみがうら市も、合併して12年目に来年度から入ります。合併後の黎明期という表現があり

ますが、いろいろ苦労して、これから新たな当市の地域としての魅力が芽吹く時期に入るという

期待感の言葉でございます。その芽吹きがグローバル化の中で、現在の公共施設等の需要、維持

管理、こういったことに加えて、今の市民の意識として、市民ファーストとして新たな需要、選

択肢もあるわけでございます。そういった一つに合併という選択肢も、やはりあるわけでござい

ます。当市の名前を残す、残さないかということでなくて、積極的な意味で申し上げておりま

す。 

 かつての当市が合併に至ったときの国の政策は、いろいろな国からの補助金、交付税措置等が

あり、それがきっかけとなって合併しているのも事実ではありますが、茨城県内においては、水

戸で合併の前に定住自立圏ということで、お互いの自治体が取り交わして、効率よくできるもの

は一緒に取り組むというような形で取り組んでいるわけでございます。 

 先々は、地域としていろいろ権限を持って、自由なまちづくりができる政令指定都市や中核市

といったところも目指すところでありますが、とにかく、かすみがうら市が、いつ何どき、そう

いう流れが、国から、そして市民の皆様から要望されるようになるとしても、いつ嫁入りしても、

婿入りしても、かすみがうら市が歓迎される、そういったまちづくりを常日ごろから心がけると

いうことが大事であろうということで質問させていただいております。当市の行政界の面積、市

の面積、さらには就業人口構造といった身の丈として、いつそういった合併といったことが必要

とされる時期が来るか、その想定もまちづくりの一つであろうというわけでございます。 

 国の人口予測を申し上げると、内閣府の人口予測は、平成27年の10月で１億2700万人で、30年

後には、予測ですけれども、20％減って2500万人ほど減るという予測です。１億200万人ほどに

なるという予測です。先般、地方創生という中で議論もありましたけれども、ではそういった人

口減少という社会の課題、我がかすみがうら市はどうなるかと改めて考えてみますと、30年度に

は30％減るという人口予測でございます。今４万２千何ぼでございますので、３万人前後、いや

３万人を切るかもしれない。書類としては３万ちょっとという形で推測されておりますが、人口

は減っても、当市の行政界は小さくなりません。そのままでございます。少ない人数で、土浦市

よりも若干広い面積をインフラ等も含めて維持管理、さらには少子高齢化でお年寄りで体の不自

由な方も、それなりの比例で変わるわけでございまして、そういったことで医療福祉事業などに

も対応していかなければならない。人口が30％も減る、それに比例して生産人口も小さくなると

いう、こういったことを考えると、果てしなく困難であろうと察するところではございます。 

 そういった中で、やはり合併という選択肢、常に身ぎれいにまちづくりを整えておく。いつど

こから声がかかっても、かすみがうら市が引っ張られる、そういったかすみがうら市のまちづく

りの立場が必要であろうということで、そこで通告しました第１点目をお尋ねします。 

 当市の直近の財務から診る債務、借金の状況を全国、県内市町村、近隣市と比較された形でご

答弁お願いします。 

 ２点目、少子高齢化が進捗する10年、20年、30年後ごとの一般会計のみならず、特別会計など

も、どのように収支負担のバランスが推計されるのか、どのようにお考えなのか伺います。 

 ３点目、年が経過する５年、10年、20年、30年後に、段階的に我が市も、今の事業を縮小廃止

しなければならないやむを得ない状況もあるかと存じますが、そういったことをどのように考え



- 6 - 

ているのか伺います。 

 ４点目、常日ごろ、市長を初めとして経費節減に努められているものの、現在の事業を維持し

ていった場合に、合併のタイミングは何年後に想定されるのか。また先ほど来申し上げています

健全財政を堅持するために、人口減少に応じた不断の努力で、行政事業の縮小廃止を行った場合

には、その先何年まで健全財政を続けられるのか、そういった想定がございましたら答弁をお願

いいたします。 

 最後に、合併の機運醸成は、市民に市民ファーストとして任せることが、我々行政をつかさど

る者の責任なのか、お考えを伺いまして、第１回目の質問とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（中根光男君） 

 答弁を求めます。 

 市長 坪井 透君。 

［市長 坪井 透君登壇］ 

○市長（坪井 透君） 

 古橋議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、１点目１番、義務教育時の取り組みとふるさとを愛する意識の把握・効果について、

２番の中学校区での取り組みについては、教育長からの答弁とさせていただきます。 

 次の３番、大人世代の対応についてお答えをいたします。 

 地域の担い手の育成において、愛郷心の醸成は重要な課題であることから、義務教育の段階に

おいても、「かすみがうら子どもミライ学習」などを活用して、ふるさとの特色を生かした新商

品づくりなどを通じまして、愛郷教育につながる重点的企画に取り組むことといたします。 

 また、高校生会、成人式実行委員会、大人クラブへと、10代から40代までの世代が活動ステー

ジをスライドして活動してもらうことで、地域への愛着を深めてもらえるような仕組みの構築と

支援を実施しております。 

 さらに、筑波山地域ジオパークの活動理念でもあります「みんなに愛される地域づくり」を目

指して、活動の柱となります教育分野において、郷土愛の醸成を掲げ活動を推進しているところ

でもございます。ジオパーク活動におきましては、市内外を問わず、幅広い世代を対象とできる

ことから、一層の活動推進によりまして、愛郷心の醸成を図るとともに、その延長として地域の

活性化へもつなげていきたいというふうに考えてございます。 

 次の２点目１番、当市の債務状況と近隣比較について、それから２番、各会計の負担の推計に

ついて、３番の事業の縮小廃止率については、市長公室長からの答弁とさせていただきます。 

 次の４番、行政の合併についてお答えをいたします。 

 今後、少子高齢化の進行に伴いまして、事業の縮小廃止につきましては、避けられないという

ふうに認識をしておりまして、住民福祉における真に必要な行政サービスの確保と安心して暮ら

していけるまちづくりの実現に向けまして、財政状況を鑑みながら取り組んでいかなければなり

ません。 

 市町村合併が必要となる時期につきましては、社会情勢も含めましたさまざまな要因を総合的

に判断する必要がございまして、現在の財務状況の長期見通しだけで、明確な時期を判断するこ
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とは困難であるというふうに考えております。しかし、いずれ必ず市町村合併が必要となる時期

が到来するであろうと予測はしているところではありますので、明確な時期につきましては、総

合的に判断していきたいというふうに考えております。 

 まずは、近隣市町村と連携をして、住民サービスの向上や事務の効率化を図り、その質的維持

改善に沿った行財政運営に努めてまいります。 

 次に５番、合併の機運醸成につきましてお答えをいたします。 

 市町村合併につきましては、行政改革の最たるものとして認識しておりますが、この実現にお

いて、本市市民の合意形成はもとより、関係自治体の市民の合意形成も欠くことはできません。

人口減少や超高齢化社会、地域の発信力等を勘案すると、市町村合併が必要とされる時期が、い

ずれ到来することと考えております。 

 現在、近隣市とのさまざまな分野において連携をして、住民サービスの向上や事務の効率化を

図っております。また昨年には、つくば市を中心とした近隣市町村で、広域連携の研究会が発足

されまして、本市も参加をして、定住自立圏構想の調査研究や、連携項目の検討などを実施して

いるところであります。 

 今後は、広域連携が、取り組まなければならない極めて重要な施策になると認識しております。

この広域連携の取り組みの強化を通じまして、地域の一体性の確立、ひいては市町村合併の機運

醸成につながっていくことと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 教育長 大山隆雄君。 

［教育長 大山隆雄君登壇］ 

○教育長（大山隆雄君） 

 １点目１番、義務教育時の取り組みとふるさとを愛する意識の把握・効果についてのご質問に

お答えいたします。 

 愛郷心につきましては、小学校１、２年生の生活科、小学校３年生から中学校３年生までの総

合的な学習の時間を中心に、地域学習で育成しているところです。また道徳を通して、郷土を愛

する心などを育む教育の推進に取り組んでおります。 

 小学校１、２年生の生活科の強化目標の中に、「具体的な活動や体験を通して、自分と身近な

人々、社会及び自然とのかかわり、自立への基礎を養う」とあります。それは自分と身近な人々

及び地域のさまざまな場所、学校、家庭、地域で、児童が実際にかかわり合うことのできる人々

や場所、公共の施設や設備などと直接かかわる活動や体験を通して、自立への基礎を養いながら

愛郷心も育んでおります。 

 小学校３年生から中学校３年生までの総合的な学習の時間では、「探求的な学習を通すこと」

を目標にして、日常生活や身近な社会の環境、生活や自然など、産業、福祉、国際理解などのさ

まざまな問題から、自ら課題を見つけ、主体的、創造的、協同的に取り組む中で、愛郷心を育ん

でいるところでございます。 

 また、今年度から、かすみがうら市まち・ひと・しごと創生総合戦略の「こどもミライプロジ

ェクト」で、「かすみがうら子どもミライ学習」がスタートしました。市の現状や課題などを聞
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いたり、地域で活躍している方々の姿を見たりしながら、仕事や生き方について学ぶとともに、

地域の資源を生かしたものづくりの取り組みを行うことにより、ふるさと愛する気持ちと誇りに

思う心を育み、未来のまちづくりを考えることのできる人材となってもらうことを目的としてお

ります。中学校１年から３年までで、段階的に構成され、郷土を考える内容となっておりますの

で、今後の成果を期待しているところでございます。 

 なお、郷土を愛する意識の把握につきましては、「かすみがうら子どもミライ学習」の出前授

業の中で、中学校１年生を対象にアンケートを実施しております。その中で、「将来、大学進学

などで一旦市外へ出たとしても、またかすみがうら市に住みたいと思いますか」との問いに、

「ぜひ住みたい」と答えた生徒は、霞ヶ浦中学校が127名中37名で29.1％、千代田中学校は66名

中23名で34.8％、下稲吉中学校は200名中43名で21.5％、全体では393名中103名で26.2％となっ

ております。また、「できれば住みたい」と答えた生徒は、霞ヶ浦中学校は61名で48.0％、千代

田中学校は24名で36.4％、下稲吉中学校は84名で42.0％、全体では169名で43.0％となっており、

「ぜひ住みたい」、「できれば住みたい」合わせて69.2％の結果となっております。 

 １点目２番、中学校区ごとの取り組み差異はとのご質問にお答えいたします。 

 生活科、総合的な学習の時間など、学習指導要領に沿って行われていますので、全ての学校が

教科目標に準じて実施されておりますが、地域学習の体験場所などにおいて、霞ヶ浦中地区、千

代田中地区、下稲吉中地区で、農業、水産加工業、商業、工業などの地域性の違いが多少あるも

のと認識しております。 

 市内中学校は、小規模、あるいは大規模な学校が存在し、それぞれよい点がございます。小規

模な学校は、生徒一人一人に目が行き届きやすく、きめ細かな指導ができたり、教職員間の意思

疎通が図りやすく、相互の連携が密になりやすいなどの利点があります。一方大規模校は、集団

の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人一人の資質

や能力をさらに伸ばしやすくなったり、教職員数がある程度多いため、経験、教科、特性などの

面で、バランスのとれた教員配置を行いやすいなどの利点がございます。 

 いずれにしても、学生時代に出会った教員、友達との触れ合い、そして部活動や学校行事等の

経験は、ふるさとを愛する気持ちと誇りに思う心を育み、生まれ育ったかすみがうら市に定住す

ることにもつながっていくものと思いますので、今後とも愛郷心を育む学習機会を大切にしてい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

［市長公室長 木村義雄君登壇］ 

○市長公室長（木村義雄君） 

 ２点目、市の将来負担についてのうち、１番、財政指標からみる当市の債務状況と近隣比較の

ご質問にお答えをいたします。 

 平成27年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の速報からご説明をさせていただきま

す。 

 当市の実質公債比率は10.7ポイント、将来負担比率は76.3ポイントでございます。全国平均の
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実質公債比率では7.4ポイント、将来負担比率では38.9ポイントとなっており、県内市町村平均

では、実質公債比率は7.6ポイント、将来負担比率は46ポイントとなっているのが現状でもござ

います。 

 また、近隣市から比較をいたしますと、土浦市の実質公債比率は6.1ポイントで、将来負担比

率は55.4ポイント、石岡市の実質公債比率は9.4ポイント、将来負担比率は49.2ポイントとなっ

ております。 

 ただし、地方債の現在高、基金などの積立金により、標準財政規模で割合を示す将来にわたる

実質的な財政負担比率では134.5ポイントとなっており、県内においては、ほぼ平均的な数値と

なってございます。 

 ２番の各会計の負担推計についてお答えをいたします。 

 このまま少子高齢化が進み、国が抜本的な地方財政計画の見直しや制度改正がないことを前提

に推測をいたしました。10年後には、財政調整基金、あるいは減債基金などを取り崩す状況が続

くと思われます。また団塊の世代が後期高齢者となる年代には、医療費の増加と少子化対策の拡

充などで、社会保障費が拡大していくことは、長期の財政見通しからも十分に想定をしてござい

ます。 

 市の人口ビジョンの見通しで、20年後が３万5215人、30年後が３万987人となることを踏まえ、

現在の地方財政計画に基づいた交付税の算定を用い推計をいたしますと、基準財政需要額で、20

年後に約７億円程度、30年後には約12億円程度が減額になると考えてございます。人口の減少に

伴う財政基盤の縮小が生じる一方で、生産人口の減少と反比例をして、１人当たりの生産性が向

上することで、経済水準が保たれると仮定した場合であっても、標準財政規模は現在よりも約10

億円以上の減となることを想定してございます。 

 ３番の事業の縮小廃止率についてお答えをいたします。 

 将来現象する財政規模にあわせ、少子高齢化は急速に進んでいくと予測をしております。社会

保障費等の義務的経費が増加することは、確実な状況でもございます。 

 今後、老朽化が進む公共施設等の維持管理においては、修繕や改修に要する費用が増加してい

くことが見込まれ、これからの一般財源は、経常経費に優先的に充てられることとなり、経常収

支比率の硬直は避けられないものと考えております。 

 そのため、事業のスクラップアンドビルドは、今後避けられないものとは考えておりますが、

住民福祉の行政サービスと住みよい安心して暮らせるまちづくりを展開することも、強固な行財

政基盤づくりには欠かせないものと考えてございます。 

 今後も、住民ニーズに直結した合理的な事業の再構築と、新たな可能性のある事業への投資、

近隣自治体との広域連携など、将来を見据えた事業の大転換に着手をしていかなければならない

というふうには考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 
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 義務教育後のかすみがうら愛郷心の質問のほうですが、教育長から把握のお答えが、思いのほ

か過半数は超えているけれども、３割から４割弱はほかの市に住みたいというようなことで、ご

答弁からは理解するところではございますが、これが例えば近隣だと、どういう傾向があるのか

つかまれていますか。 

 大山教育長は、ほかの市でも教員としてお仕事をなさっていたと思います。極端な例ですが、

研究学園あたりの学校の子どもにこういったアンケートをやったらどうなるかとか、そのあたり

の比較がないと、ややつかめないところではありますけれども、私の感覚、理解の中にあるいろ

いろな情報を踏まえて考えると、その30％、幾つかの、当市ではなくほかのところに住みたい、

東京の大都会へ出ていって、東京の雰囲気を味わいながら生活したいとか、そう思ってのことな

のか、そのあたり２点ほどお尋ねしてもよろしいですか。 

○議長（中根光男君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 古橋議員の質問にお答えいたします。 

 私は、牛久、それからつくばのほうで勤務した経験が、合わせて20年ほどございます。それで、

牛久あたりの子どもは、ほとんどが東京方面に仕事を求めて就職している、そういう状況が、自

分の教え子の動向から推察できるわけなんですが、つくば市は、最近はつくばエクスプレスがで

きた関係で、大分地元に残る生徒が多くなっているというような話も伺っておりますけれども、

実際にどのぐらい市外に出て、市に残っているかという実数については把握しておりませんので、

私の推察というようなところでお答えするしかないわけですけれども、そのような傾向になって

いるのかなというように認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 皆さんそれぞれ、かすみがうら市が十分愛されているかどうかということで、私は数字として

60％以上かすみがうら市に住み続けたいというお答えをいただいたわけですから、その60％が20

代、30代と年齢を重ねても続けるような取り組みが、今地方創生等の事業として取り組まれてい

るとは思うんですけれども、市長として、そういった地方創生を初めとした取り組みを、まだス

タートを切ったところではありますが、手応えというのは実際、市長としてどういう見解をお持

ちですか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 地方創生の中で、子どもたちの愛郷心といいますか、そういう点も含めた手応えというような

ことかと思いますが、まず先ほどの教育長の答弁の中で、約７割の方が、できれば住みたいとい

うことも含めましてそういった数字が出ているのは、大変私も心強く感じておりまして、そうい

った皆さんに、いかにこの地域に残って活躍していただけるか、そういった政策を進めなくては
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ならないと考えています。 

 そういう中で、地方創生は、まずは子どものうちにやっぱり愛郷心をつくる、そして大人社会

の中では仕事つくって、この地域の中で活躍できるようなそういう環境をつくっていくというこ

とが一番でありまして、まだスタートしたばかりではありますが、そういった方向に向けて、私

どもも皆さんのご支援、ご指導をいただきながら、しっかりと進めていきたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 ありがとうございました。 

 市内の中で、もちろんご卒業前のお子様方は、まだほかのまちをよく捉えていないといいます

か、まだご経験がない部分もあって、十分自分の親の愛情や学校から愛情を受けて、そのような

数字なったと安心するところではありますが、やはり３割がほかの地域に魅力を感じていると思

うんですが、やはり出る入るは、いずれも仕事の関係やら家庭の関係やらであるわけでございま

して、そういった中に、県内でいえば、つくばとかつくばみらいとか守谷とか、人気のあるまち

があるんですけれども、ここに、この次にかすみがうら市の名前が上がってくるような、やはり

実績を目指していくということも必要だと思うんですが、やはり冒頭の質問でも申し上げたとお

り、身の丈に合ったところで、着実に実績を目指すしかないんですが、そういったことでどうい

う需要があるか、その需要にどう応えるかということがポイントになるかと思うんですが、再三、

今回の質問ではなく、ほかでもお尋ねしているとおり、我が市は本当に田園都市だと思います。

電車もあって、高速道路のインターチェンジもあって、緑もあって、湖もあってという。それを

やはり、横の軸が足りていないということは再三申し上げていますし、市長も石岡市とかすみが

うら市が行政界の形である以上は協力していかなければならないということで立ち上げていただ

いたんですけれども、まずはこの横のベクトルが、愛されるかすみがうらになるためには、まず

国や茨城県にお願いして、一歩でも二歩でも進むように努めていくことが必要だと思うんですけ

れども、具体的に石岡市との東西線の幹線道路の件、どうなっているのかということで、土木部

長にはお尋ねしませんけれども、市長として、その後とまっているのか、市長として進めている

のか、それが市民ファーストとして喜ばれる、愛されるかすみがうら市になるものであるのか、

その辺、お言葉いただきたいんですが、いかがですか。 

○議長（中根光男君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 かすみがうらは今お話がありましたように、南北といいますか、東京と水戸を結ぶ、そういっ

た方向の縦軸線については、常磐道、それから６号、ＪＲ、354号と、非常に利便性のよいまち

だと思っています。その反面、横軸線につきましては、今お話がありましたように欠ける面があ

りまして、そのことも含めて、私は大変その整備については大事な課題だというふうに思ってい

ます。なお協同病院の開院等もありまして、さらにそういった重要性が出てきているわけであり

まして、ご承知のとおり、石岡市、それから土浦市と連携をしながら、整備に向けて協議をして
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いるところでございます。 

 ただ、非常に費用負担も大きい課題もありますから、すぐにどうのこうのということではござ

いませんが、少しずつ少しずつ、そういったものについては、私は進んでいるというふうに考え

ております。今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 子どもも幾ら車の運転ができないとはいえ、特に駅から遠い地区の皆さんは、親の仕事の都合

をつけながら、車に相乗りして、塾なりスポーツの大会なり、毎日を過ごしているわけでござい

ます。そういったことが少しでも効率的になるように、本来ならばもっと電車、公共交通が充実

していればいいんですが、バス会社の運営等も、ご承知のとおり１人１台の車の中ですから、車

がいかに効率よく動くこと、ひいては子どものためにも、かすみがうら市が愛される地域となる

ためにも必要だということで申し上げるところでございます。 

 もう一つは、20代、30代あたりに絞って再質問させていただくんですが、ご承知おきのとおり、

リーマンショックのときは、外貨依存の金融体質が急に危ういことになって、いろいろ国も人材

派遣等の緩和を認めて、企業が国の施策のおかげで倒れずに済んだというところがたくさんあり

まして、それで雇用も守れた。今に至っては、留保資金も大分、次に世界的な恐慌が起こっても

備えられるというような形で残しているかと思うんですが、そういった、回避した国の政策のお

かげで、雇用もある程度守れたという陰に、若い子どもたちが学校を卒業して、いざ勤めようと

思ってもなかなかいい就職口がない。勤めた先が人材派遣会社、一緒に結婚した相手も人材派遣

会社で、とりあえず住んでいるアパートも、人材派遣会社が用意したアパート、そんな実態があ

ろうかと思います。 

 そういった中でも、子どもが生まれて、それなりの親の愛情を受けながらいったときに、やは

り、そこに行政が、かすみがうら市はそういう苦労の中にも手助けをしてくれた、こういったこ

とが20代、30代の親たちに限らず、子どもたちにも伝わるわけでございます。特に市街地のアパ

ートなどにそういった実態もあるわけでございまして、そういった把握を国のリサーチではなく

て、我が市として効率よく展開できる把握調査も、アパートの事業にも引き続き取り組むと思う

んですが、そのアパートだけでなく、実際のところは、やっぱり人に事業が展開していくという

のが我々行政の道理でありまして、そういったものに対して配慮、取り組むお考えが、リサーチ

してそういう実態をよくつかんで援助していく。保健福祉部でいろいろな援助はあるかもしれま

せんけれども、そういったデータをうまく分析して、市長公室等の事業で愛されるかすみがうら

になるように展開するという、こういった取り組みをもうちょっと具体的に感じたいところなん

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（中根光男君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 お答えをさせていただきます。 

 確かに、議員がご指摘のとおり20代、30代のいろんな生活の状況、家庭の状況、収入の状況と
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かというものの把握は、現在はしてございません。また、そのリサーチをするということも、い

ささか時間がかかるんではないかなというふうに感じております。 

 ただ、やはり神立停車場線の整備、インフラ整備が完了し、神立駅前が終了する。やがてそこ

のにぎわいというものは創出されるという認識はしてございます。またそういう予測もしてござ

います。まだまだ市街化区域余剰地もあるものですから、さらに開発行為等の計画もある中で、

そういうリサーチというものをできる限りしながら、いろんな支援、そして定住化を進めていく、

それが地方創生の一つの目的でもあるというふうに認識してございます。努力をさせていただけ

ればと思います。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 今のかすみがうら市に限らず、子どもの総体的な状況ですけれども、議場内にいらっしゃる皆

さんは、父親が勤めに行って、母親は家庭を守ってくれていた環境の中で、愛情を感じながら育

ってきたわけでございますが、いまや共稼ぎで、子どもは１人、大変ながらも子どもなりに頑張

って、学校なども頑張って、友達とつき合いながら親の帰りを待っているわけでございます。そ

ういった中に、かすみがうら市として、やはり国のリサーチを待たずに実態把握に取り組むとい

う姿勢も、かすみがうら市の愛情の一つであろうというふうに伺うわけでございます。 

 それで、先ほど教育長からご答弁ございましたけれども、昨日初日にも、各総合的な学習など

で、私たちの郷土といったような冊子を発行されて、一部の生徒さんが優秀な作品、コメントを

掲載しているとのことでございますが、そのアベレージがもっと全体的に底上げになるような取

り組みが、かすみがうら市に住み続けたくもないという三十数％の方が、そういう意識をかすみ

がうら市に愛を向けてくれるように、やはり現場の先生方の力というのがどうしても必要で、先

生方は、かすみがうら市の方もいれば、そうでない方も、割合は詳しくはわかりませんけれども、

そういった中で、組織としてかすみがうら市にもご理解をいただいて、愛郷教育に向けて努めて

いただくことが必要だと思うんですが、教育長、先生方にどういった支持をなさったのかと。大

山教育長となってから、具体的に何かありますか。訓示をした中で、欠かさず言っているとか、

そういうことも教育長の仕事だと思うんです。何も書類で計画書を書いて、これを読んでこのと

おりにやれよということではありません。教育長の仕事は、訓示する、挨拶する機会があったら、

しっかり各校長にも伝えさせて、そのポリシーを持ってかすみがうら市の皆さんとして、かすみ

がうら市への愛情を育む機会につなげたいということで努めればいいわけなんですが、教育長と

して、そういう努めはなさっておりますか。 

○議長（中根光男君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 古橋議員にお答えいたします。 

 今、議員のほうからもありましたように、私たちの郷土という、これは小学３年生から中学３

年生までを対象に、市内の歴史、自然、産業、生活、文化などの中に課題を見つけて、そして子

どもなりにまとめてもらうというようなことで、旧霞ケ浦町時代から継続されて、ことしで30年
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を迎えたということで、30号の発刊を今年度できたわけでございます。 

 その中に、やっぱり子どもたちなりに、低学年はより身近なところでの課題を見つけて、そし

て高学年、あるいは中学生になるにしたがって、市全体としての課題を見出して、そしてまとめ

ていくというようなことを毎年、今年度は小学校が５校減りましたから、数は少なくなったんで

すが、それでもことしの場合は139人参加しております。それで49点の作品をまとめておるとい

うようなことで、これは、とてもやっぱり古橋議員がおっしゃっているように、愛郷心につなが

る、教育的に今後とも大事にしていくべき方策の一つなんだろうなというように私は認識してお

ります。 

 それと、「帆引き船フォトコンテスト」というのがありまして、これの参加者というのが、か

すみがうら市からの児童生徒の数が昨年度まで極めて少なくて、何とかこれを増やしたいという

ことで、各学校にお願いしましたところ、ことしは15点ですか、応募がありまして、それになり

に子どもたちへの啓蒙ができてきたのかなという思いを持っております。もっともっと子どもた

ちには、そういったふるさと、身近なところでの関心を高めてもらうような、そういう配慮を今

後とも大切にしていかなければならないと考えているところでございます。 

 以上です。 

 すみません。今、先生方への指導ということで、これについては、やっぱり小さいときから地

元あっての生活、それから学習、それから体験学習とかありますけれども、やはりそういったこ

とを大人、先生ばかりじゃないと思います。家庭においても、やはり子どもとかかわる両親、そ

れから祖父母の方、そういった方にも協力いただいて、いろんな場面でその地域の詳しい方に講

師などに入っていただいて、子どもたちにより、先生方では補えないところが、地元の方であれ

ばよくわかっているということで、そういった方にご協力をいただいて、子どもの前で話をして

いただくと。これは「子どもミライ学習」とも多少関係しているかと思いますけれども、そうい

ったことは、今後もぜひ進めてほしいというようなことで、先生方にもその方向で取り組んでも

らうようなことはお願いしております。 

 以上です。 

○議長（中根光男君） 

 ここで暫時休憩いたします。 

 約10分間といたします。 

休 憩  午前１１時０６分 

──────────────── 

再 開  午前１１時１６分 

○議長（中根光男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 教育長からのご答弁いただきまして、具体的にありがとうございました。 

 具体的なことに加えて、教育長は現場で訓示をなさる機会が多いわけでございますので、やは

りその辺の組み立てをぜひかすみがうら市への郷土愛を育むためにご一考いただければというふ
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うにお願いいたします。 

 かすみがうら市への愛情がどのようなことかということのもう一つの例として、今ふるさと納

税があります。他市に転出なさった、そういう税控除を利用しようという方が、やっぱり何とい

っても、かすみがうら市に世話になったからといって、本来はどのぐらい外から、かすみがうら

市の産品が欲しくて納税くださる方も多数いらっしゃるとは思いますけれども、何といってもか

すみがうら市はいいんだとお選びいただけるような、そういうためにも、生え抜きの大使、アン

バサダーをしっかり行政として育てるというとちょっと語弊があるかもしれませんけれども、我

が市の子どもが、どこへ立派に巣立っていただいても、心の片隅にはふるさとを思う心があると、

そういったことにつながるよう努めていただきたいということで、１点目の再質問を終わりまし

て、時間もありませんので、２点目の再質問をさせていただきます。 

 先ほど、かすみがうら市の愛情表現ということで、道路にまで触れたわけでございますが、や

はりかすみがうら市の需要として、まだまだ必要なものは、先ほど市長からご答弁があったよう

な取り組みでございます。ほかの市からかすみがうら市はいいなと思われるのは、やはり１つは、

ほかの議員さん方もお考えのように、私としてもまず教育が評判を生むという、そしてもう一つ

は、かすみがうら市の行政界の中に、将来的なインフラの可能性等を含むということでございま

す。霞ヶ浦二橋やら、いろいろありますけれども、実質市民ファーストとして需要が求められる

のは、やはり道路か鉄道であろうということで、これまでにも私はそういった質問をさせていた

だいておりますが、ここにきて、つくばエクスプレス、ＴＸが、駅ごとが黒字だという状況もあ

って、延伸とかそういった声も出だしております。 

 過日、中根議長と出席しました県南10市の市議会議長会の中でも、県南議長会としてＴＸの延

伸要望をやりたいということで、土浦の矢口議長が会長なんですが、会議の席上の中で明言され

ました。ＴＸの沿線が、私個人のみならず、特に我が市としては、石岡か神立かという２つカー

ドを持っているわけでございまして、でき得るならば石岡から、さらには茨城空港を目指すよう

な線が、かつてイメージがあったかと思うんですが、もう一度そういったことにつなげていただ

きたいなと思うわけでございますが、そういった要望の可能性を地域の魅力としてしっかり残す

ことが、先々来るやしれない合併のときの、かすみがうら市さんとぜひ組みたいと思わせる材料

の一つでありますので、議長会ではそういう声もありましたけれども、市長としても、やはり市

長会の中では茨城県天下でしょうから、県南市長会というくくりがありましたら、そういったこ

とに議会と、そして市長を初めとした執行部として、市長がよく申し上げる両輪として回転を合

わせるということが必要になろうかと思いますけれども、市長はかすみがうら市のポテンシャル

を広げるために、市長の立場として、市外へ出られたときのスタンスとしてのそういったお考え

は、どのように取り組まれておりますか。具体的にＴＸ関連としてあるならば、お考えをいただ

きたいところでもあります。お願いいたします。 

○議長（中根光男君） 

 通告の範囲を超えておりますが、わかる範囲での答弁をお願いします。 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 将来のこの地域の構想に向けたお話というようなことの中で、ＴＸについてというようなこと
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で質問がありました。 

 私もつくばまでＴＸが延びて、大変利活用がふえて、アンチ転勤できて、大変よいことだと思

っていまして、その延伸化、そういった可能性については、やっぱりいろんな議論があろうかと

思いますが、そういった夢を持つということは非常に大事だと思っています。 

 ただ、具体的にまだ構想として出ているわけではございませんので、そういったことを踏まえ

まして、夢として、私どもも機会があればそういったものを話をしながら、さらに私どもかすみ

がうら市、先ほどお話ししましたように、大変縦軸の線は整備もされておりますし、筑波山系の

山並みから霞ヶ浦へ広がった大変自然豊かなまちでもありますので、そういった魅力を最大限に

発揮できるように努力していきたいというふうに考えております。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 市長、大変僣越ではございますが、我々は行政をつかさどる者として、一般市民の方の夢と同

じ、共有も必要ではありますけれども、やはりその夢を実現するために、口、オーラルで伝える

ことも、行動として動くことも責任でありますので、私は単に夢ということではなくて、行政を

つかさどる者として、市民にかわって行動をとる、それが市民の夢や希望につながるわけでござ

いますので、そういったことで今後は、私からの意見として盛り込んでいただければ幸いだなと

いうふうに思う次第であります。 

 最後に、先ほどの１番、再質問を閉じたんですけれども、それと関連してのことになるんです

が、やはり当市が魅力を持つためには、我々つかさどる者としての行動、それから議会の中でし

っかり仕事を務めることとともに、やはりどうしても執行部の皆様には、その一歩を踏み出すた

めの予算措置などの取り組みも欠かせないわけでございます。そういった中で、市街化の中で、

例えば将来的な学校のあり方などが論議あるところでございますけれども、供給が足りていない

部分であれば、下稲吉小学校のきっかけとなった公募債のようなそういった形も、地域の醸成を

上げる手段の一つであろうというふうに思う次第でございます。 

 月並みないろんな財政計画等初め、総合計画は、どうしても国と仕事をいく上では必要でござ

います。やはりそこの一歩先の取り組みを地方創生のように各部門がしっかり議会の声、さらに

は市民の声、地域の実態を把握しながら、歓迎されるような施策に今後も取り組んでいただきた

いということでございます。 

 最後になりますが、当市として、やはりリスクヘッジというような金融のリスク管理がありま

すけれども、それが市民への愛情であり、行く先々の合併への担保であるということとともに、

まずはかすみがうら市の教育の評価を上げるために、統合事業を初め、迅速に事を進めていただ

くということを要望いたしまして、私の今回の質問を終了させていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（中根光男君） 

 ８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

 そのままお待ちください。 


